
 

 



 



 

・引き続き人口減少・少子高齢化の進行
・インターネット通販やテレワークの普及などライフスタイルの変化
・健康寿命の延伸

・自動車の利用が多い
・運転免許証の返納の進行
・ライフスタイルの変化により、外出頻度が減少傾向

・環境に配慮した車両、新たなモビリティ、ICT の活用、自動運転など
交通に関する新たな技術やシステムの普及

３）新技術、新たな公共交通の活用 ● ●

・都心から本市へのアクセス性を生かした観光需要
・新型コロナの影響による入込客数減から回復傾向

・あきる野市都市計画マスタープランの土地利用方針 １）将来の土地利用を支える公共交通 ●

・総合計画や都市計画マスタープラン等で示されている将来都市像、
方向性

２）上位計画に即した公共交通のあり方 ●

・市では都市構造として「拠点」と「軸」を位置付け
・都市のコンパクト化

１）都市的土地利用との連携、移動支援 ● ●

・市の豊富な観光資源
・広域交通網（圏央道等）

・SDGsに関わる取組の推進
・地球温暖化対策の推進

・人口の分布、主要な施設の立地状況等
・市内のJR 五日市線の各駅のうち、東秋留駅と武蔵引田駅には駅前広
場がない

・道路の幅員、勾配などの地理的特性 １）地理的特性 ● ●

・JR五日市線（市の基幹交通） ２）鉄道 ● ● ●

・市内には西東京バス（路線バス）とるのバスが運行
・新型コロナの影響による利用者減から回復傾向

・市内には高低差や狭隘道路など、市内バスではカバーできない地域
・公共交通空白地域に対するタクシー利用補助、デマンド型交通の実
証実験等を実施

・レンタサイクルや電動キックボードの貸出
・福祉有償運送や民間の施設送迎バス、スクールバスの運行

・公共交通の重要度は高く、満足度は最も低い状況
・市外に移り住みたいと考えている人の理由は「交通の便が良くない
ため」が最多等

・公共交通の実証実験等を実施
・運行自体が地域に浸透していない状況

・公共交通の利用方法等に関する周知、取組のPR等の実施 ２）公共交通の利用推進、PR ●

・生産年齢人口の減少による税収の減少、高齢化に伴う医療費の増加
等

３）路線バス等に対する市の補助の適正化 ●

●

●

４）鉄道と路線バスのサービス圏外（公共交通空白地域）
　タクシー、デマンド型交通等

● ● ●

５）地域の多様な輸送資源 ●

●

● ●

● ● ●

●

２）観光との連携、移動支援 ● ●

３）環境問題等への公共交通による支援 ● ●

２）外出頻度の減少への対応 ● ● ●

４）観光への対応 ● ●

１）人口構造やライフスタイルの変化への対応 ● ● ● ● ●

１．人口や
主要な施設
の状況

２．公共交
通の状況

３．市民の
意識とニー
ズ

４．これま
での取組

２．公共交
通の状況へ
の対応

４．これま
での取組へ
の対応

１．人口や主要な施設の状況と公共交通への対応

３．市民の意識とニーズへの対応

３）路線バス、るのバス

１）公共交通空白地域への対応

１．社会状
況関連

２．上位計
画等関連

３．まちづ
くり関連

１．社会状
況の変化の
対応

２．上位計
画等への対
応

３．まちづ
くりへの対
応





 

 



 



 

 



 

 



 



 



 





 





 

 



 

 

目標 指標案
指標の
種類

現状
令和●年
目標値

JR五日市線、路線バス、るのバス、デマンド型交
通の利用者数

標準

路線バス、るのバス、デマンド型交通の収支率 標準

路線バス、るのバス、デマンド型交通への公的資
金投入額（総額、利用者1人当たり）

標準

るのバスとデマンド型交通の接続便数、接続率 選択

地域公共交通のカバー率（人口もしくは面積） 選択

地域公共交通に関する総合的な満足度 推奨

地域公共交通のソフト面での分かりやすさに関す
る満足度

推奨

各地区から市内外の主要目的地間の移動手段の有
無・便数

推奨

市民のるのバスとデマンド型交通に対する認知度 推奨

地域公共交通に関する高評価（感謝等）、低評価
（苦情等）の件数

推奨

観光地最寄りのバス停の乗降客数 選択

移動と観光施設利用を組み合わせたチケットの販
売数、利用者数

選択

地域公共交通の安全性、耐災害性に関する満足度 推奨

地域公共交通のバリアフリー化に関する満足度 推奨

地域公共交通に起因する二酸化炭素排出量の削減 推奨

【目標１】
市民生活とまちづ
くりを支える持続
可能な公共交通体
系の構築

【目標２】
公共交通と市民等
との接点強化

【目標３】
公共交通を支える
環境等の底上げ



 




